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当社連結子会社における不適切な会計処理について 
 

この度、株式会社ピーアンドピー（以下「当社」）の連結子会社である株式会社ピーアンドピー・キャリア

（本社：東京都新宿区、代表取締役：半田敏雄、以下「ＰＰＣ」）において、不適切な会計処理を行っていた

ことが判明いたしました。 

当社では、即座に社外の弁護士並びに社内の公認会計士を含む社内調査委員会を設置し、事案の全容解明に

尽力いたしました。その結果、判明いたしました本件の概要及び当社業績への影響額を下記の通りお知らせい

たします。 

株主・投資家の皆様、お取引先及び関係者の皆様には、多大なるご迷惑をおかけすることを心よりお詫び申

し上げます。 

 

記 

 

1. 本件の概要 

 本件は、当社連結子会社であるＰＰＣにおいて資金収支の検証を行った際、疑義が生じたため精査し

たところ、売上高の過大計上が判明したものであります。 

 ＰＰＣの一部の新規事業におきましては、請求金額を算定する際、20日締めの取引先の場合は21日か

ら当月末日までの売上を見越しにて計上しております。 

本件につきましては、平成22年10月より平成23年9月にわたり、経営陣に対し当該事業の営業成績が順

調に推移しているかのように見せかけるため、数名の同社従業員が連携して見越し金額算定資料の数値

操作を行い売上高を過大に計上しておりました。 

 

2. 業績に与える影響額 

本件による過年度への影響額（監査前）につきましては、以下の通りであります。 

（単位：百万円） 

連結 
期 項目 

訂正前(A) 訂正後(B) 訂正額(B-A) 変動率 

売上高 21,478 21,445 △ 32 △0.2% 

営業利益 544 511 △ 32 △6.0% 

経常利益 541 509 △ 32 △6.0% 

当期純利益 267 235 △ 32 △12.2% 

総資産 5,406 5,371 △ 34 △0.6% 

平成 23年 3月期 

決算短信 

純資産 3,001 2,969 △ 32 △1.1% 

売上高 5,551 5,526 △ 24 △0.4% 

営業利益 151 126 △ 25 △16.5% 

経常利益 159 134 △ 25 △15.7% 

当期純利益 99 74 △ 25 △25.2% 

総資産 5,366 5,305 △ 60 △1.1% 

平成 24年 3月期 

第 1四半期 

決算短信 

純資産 2,994 2,936 △ 57 △1.9% 
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3. 今後の対応について 

当社は、本調査委員会の調査結果を真摯に受け止め、再発防止策として組織面及び業務面の双方から

再度見直し、内部牽制機能の強化を図って参ります。特に組織面においては、ＰＰＣから経理機能を分

割し当社へ統合させシェアードサービス体制を早急に構築致します。また教育面においても、その内容

を更に充実化させ、コンプライアンス意識の向上に努めて参ります。更に、内部監査体制の拡充により、

当社及びグループ会社に対する牽制力を強化して参ります。 

 

当社は、今後速やかに過年度の決算短信に係る必要な訂正を実施し、今期の業績への影響に関しまし

ても、その数値が明らかになった段階で速やかに開示する予定です。また過年度の有価証券報告書、お

よび四半期報告書に関しましても、会計監査を経て速やかに関東財務局に対して訂正報告書を提出する

予定であります。なお、平成24年3月期第2四半期の決算発表および四半期報告書の提出につきましては、

決められた期限内に実施する予定であります。 

 

今後とも、さらに当社グループ全役員・全従業員が一丸となってコンプライアンスの徹底を図り、信

頼の回復に努めてまいりますので、何卒ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

  

 

以上 


